
―

相
互
諧
和
、
彼
此
共
済
、
五
　
個
人
的
自
覚
―

勤
倹
力
行
、
生
産
資
金
ノ
増
殖
、
生
活
ノ
安
定
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
、
こ

の
五
つ
の
要
綱
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
趣
旨
を
実
際
に
活
用
す
る
た
め
に「
民
心
を
機
の
動
く
に
察
し
、
善
導
啓

発
、
地
方
の
実
情
に
適
応
す
る
方
策
」
を
と
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

民
力
涵
養
計
画
は
、
米
騒
動
と
第
一次
大
戦
後
の
「
戦
後
経
営
」
の
方
向
づ
け
と
し
て
、
物
価
騰
貴
と
社
会
不
安
が
高
ま
る
な
か
で
国
民
生
活
の

充
実
と
し
て
か
か
げ
、
そ
れ
を
体
系
づ
け
、
国
民
的
運
動
と
し
て
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（『
内
務
省
史
』
第
一巻
）。

こ
う
し
た
政
府
の
意
向
を
受
け
て
、
神
奈
川
県
で
は
こ
の
年
の
十
月
十
五
・十
六
日
に
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
を
か
ね
て
民
力
涵
養
大
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
神
奈
川
県
自
治
功
労
者
表
彰
民
力
涵
養
大
会
に
は
、
中
央
か
ら
元
内
相
一木
喜
徳
郎
、
内
務
省
地
方
局
長
添
田
敬
一郎
を
招
き
、
県
内

各
方
面
を
代
表
し
た
来
会
者
は
千
二
百
九
十
六
名
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
井
上
孝
哉
知
事
は
、
自
治
の
振
興
な
ら
び
に
民
力
の
涵
養
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
織
り
ま
ぜ
な

が
ら
長
時
間
に
わ
た
る
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
井
上
の
講
演
は
、
国
家
秩
序
を
い
か
に
振
興
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
ま
ず
「
自
治
な
る
も

の
」
の
も
つ「
非
常
な
る
力
」
に
つ
い
て
の
意
味
を
力
説
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
井
上
は
、「
自
己
の
運
命
を
自
分
の
責
任
で
定
め
る
」

と
い
う
こ
と
が「
自
治
の
真
髄
」
で
あ
る
と
説
き
、「
自
治
即
ち
自
己
が
自
己
を
支
配
す
る
と
言
ふ
こ
と
は
偉
大
な
る
力
を
持
っ
て
居
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
同
時
に
世
の
中
の
進
歩
発
達
と
言
ふ
事
も
此
の
力
を
除
い
て
他
に
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
世
界

各
国
が
と
も
に「
非
常
な
る
焦
熱
の
火
中
」
に
お
ち
い
り
、「
苦
心
惨
憺
」「
臥
薪
嘗
胆
」
の
状
態
に
あ
る
な
か
で
、
日
本
国
家
が「
優
勝
の
地
位
」

を
持
続
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
挙
国
一致
即
ち
国
土
の
一畝
を
遺
さ
ず
国
民
の
一員
を
剰
さ
ず
大
に
発
奮
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
知
事
は
、
労
働
問
題
が
必
然
的
に
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
く
る
状
況
、
物
価
が
暴
騰
し
て
く
る
社
会
状
態
の
推
移
の
な
か
で
、

資
本
家
に
は
そ
の
利
潤
を
「
公
益
」
の
た
め
に
還
元
す
る
こ
と
、
労
働
者
に
は
「
節
利
と
規
律
」
を
要
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
自
分
の
利
益
」
の
た
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め
に
奮
闘
し
な
が
ら
も
「
国
家
の
利
益
」
を
擁
護
す
る
義
務
へ
の
自
覚
を
う
な
が
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
井
上
は
社
会
に
お
け
る
階
級
対
立
を
は

じ
め
と
す
る
諸
対
立
を
認
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
政
治
家
、
役
場
吏
員
、
町
村
民
の
い
ず

れ
と
も
対
立
し
つ
つ「
バ
ラ
ン
ス
」を
保
ち
、
急
激
な
社
会
変
化
を
阻
止
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
た
（
資
料
編

11

近
代
・
現
代
⑴
二三五）。

ま
た
、
内
務
省
地
方
局
長
添
田
敬
一
郎
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
社
会
は
、「
上
下
の
関
係
」

が
た
い
へ
ん
に
密
接
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
横
の
連
絡
」「
国
民
相
互
の
連
絡
」

を
と
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
、
そ
の
事
情
を
説
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
添
田
は
、「
市

町
村
住
民
が
各
自
自
己
の
責
任
を
自
覚
し
て
、
而
し
て
其
町
村
の
将
来
の
為
め
に
奮
闘
す

る
、
斯
ふ
言
ふ
こ
と
に
相
成
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
話
し
て
い
た
。
こ
の
自
治
観

念
の
強
調
は
、
民
衆
に
す
べ
て
の
で
き
ご
と
を
「
知
ら
し
」
め
、
そ
し
て
、
国
家
秩
序
を

つ
く
り
だ
す
た
め
に
「
尽
力
す
べ
し
」「
倚
ら
し
む
べ
し
」
と
い
う
理
屈
に
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
主
張
は
、
地
域
を
建
て
な
お
す
た
め
に
個
々
の
人
び
と
の
自
発
的
な
協
力
を
ひ

っ
ぱ
り
だ
す
こ
と
に
重
点
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、「
上
下
の
関
係
」
を
中
心
と
す
る
整
然
た
る
「
タ
テ
」

社
会
の
秩
序
を
つ
く
り
な
お
す
た
め
に
、「
横
の
連
絡
」
－
「
ヨ
コ
」
社
会
の
関
係
を
強

め
る
便
法
と
し
て
、
民
力
涵
養
の
実
行
要
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
事
情
に
応

じ
て
こ
れ
を
取
捨
選
択
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
せ
て
い
る
。

民力涵養大会を報ずる記事 『横浜貿易新報』大正8年10月15日付から
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民
力
涵
養

実
行
要
目

そ
こ
で
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
、「
民
力
涵
養
実
行
要
目
」
に
関
す
る
協
議
会
を
開
い
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
横
浜
市
長
久
保
田
政

周
を
座
長
に
し
て
、
民
力
涵
養
の
訓
令
要
綱
の
各
種
の
事
項
を
広
範
囲
に
わ
た
り
網
羅
し
て
い
る
「
実
行
要
目
」
案
の
趣
旨
を
徹
底

せ
し
め
る
た
め
に
、「
土
地
土
地
ノ
情
況
」
に
応
じ
て
取
捨
選
択
す
る
余
地
を
残
し
て
あ
る
そ
の
「
要
目
」
を
討
議
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
。

ま
ず
県
内
務
部
長
大
島
直
道
が
い
ま
述
べ
た
趣
旨
に
た
っ
て
民
力
涵
養
実
行
要
目
を
提
示
し
た
。
こ
の
実
行
要
目
は
誰
に
で
も
解
る
よ
う
に
こ
と
細

か
く
具
体
的
に
列
挙
し
て
あ
る
（
資
料
編11

近
代
・現
代
⑴
二三七）。
そ
し
て
、
内
務
部
長
の
発
言
に
基
づ
い
て
、
議
事
は
、「
要
目
」
に
も
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
ら
を
め
ぐ
っ
て
の
質
疑
応
答
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一、
二
の
質
問
と
応
答
が
あ
っ
て
、
橘
樹
郡
大
綱
村
村
長
飯
田
助
夫
の
発
議

と
橘
樹
郡
長
の
説
明
に
よ
り
、
県
作
成
の
「
実
行
要
目
」
を
め
ぐ
っ
て
各
町
村
自
治
体
が
自
由
に
検
討
し
、
県
の
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

適
切
な
加
味
選
択
を
行
い
、
町
村
本
位
の
「
実
行
要
目
」
を
設
定
す
る
こ
と
を
満
場
一致
で
可
決
し
て
い
っ
た
。
両
者
の
発
言
の
一節
を
掲
げ
る
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
編11
近
代
・
現
代
⑴
二三六）。

大
綱
村
長
　
此
実
行
要
目
ヲ
此
場
合
討
議
致
シ
マ
ス
ト
言
フ
コ
ト
ハ
、
中
々
重
大
問
題
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
慎
重
審
議
ノ
下
ニ
ソ
レ
ヲ
決
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
、

所
謂
準
備
ナ
ク
シ
テ
其
事
ニ
臨
ム
ト
言
フ
コ
ト
ハ
頗
ル
危
険
ナ
コ
ト
デ
、
之
ガ
適
切
ノ
成
案
ハ
得
ラ
レ
マ
イ
ト
考
ヘ
ル
、
…
…
自
分
ノ
意
見
ト
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、

市
町
村
ヲ
単
位
ト
致
シ
マ
シ
テ
、
是
等
ノ
市
町
村
ガ
其
実
行
等
ニ
付
キ
マ
シ
テ
、
茲
ニ
其
調
査
資
料
ガ
ア
リ
マ
ス
、
此
調
査
資
料
ノ
中
ニ
モ
各
町
村
ノ
事
情
等
ヲ
異

ニ
シ
テ
居
ル
場
合
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
悉
ク
之
ヲ
実
行
ス
ル
ト
言
フ
コ
ト
ニ
ハ
参
リ
マ
ス
マ
イ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
仍
テ
各
市
町
村
ガ
此
意
見
ヲ
〓
メ

マ
シ
テ
、
之
ヲ
各
市
郡
ニ
提
出
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
之
ヲ
市
郡
カ
ラ
司
会
者
ノ
方
へ
発
表
サ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
煩
ハ
シ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

橘
樹
郡
長
　
一
応
申
上
ゲ
マ
ス
、
此
実
行
要
目
普
及
ト
言
フ
コ
ト
ハ
、
僅
カ
ノ
時
間
デ
出
来
マ
ス
レ
バ
結
構
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
事
柄
ガ
多
岐
ニ
渉
ツ
テ
居
リ
マ

ス
、
又
斯
ク
県
下
ノ
御
集
リ
ノ
各
地
方
ノ
情
況
ニ
当
嵌
メ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
所
謂
農
村
ニ
シ
テ
モ
自
カ
ラ
農
村
ト
致
シ
マ
シ
テ
天
ノ
地
勢
、
古
来
ノ
慣
習
、
職
業
ノ
異

同
、
諸
種
ノ
点
ニ
於
キ
マ
シ
テ
一
律
ニ
之
ヲ
律
ス
ル
ト
言
フ
コ
ト
ハ
少
シ
ク
無
理
ノ
点
ガ
ア
リ
ハ
セ
ヌ
カ
ト
気
遣
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
夫
故
ニ
此
示
サ
レ
テ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
ル
調
査
資
料
ノ
中
ノ
適
切
ノ
事
項
ヲ
、
各
町
村
ノ
実
行
要
目
ニ
取
捨
シ
テ
、
又
町
村
ニ
銘
々
適
切
ノ
事
項
ヲ
尚
ホ
加
味
シ
テ
、
町
村
限
リ
デ
実
行
要
目
ヲ
決
メ

ル
ト
言
フ
コ
ト
ニ
致
シ
タ
イ
ト
言
フ
私
ハ
希
望
デ
ア
リ
マ
ス
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こ
の
二
人
の
発
言
の
な
か
に
は
、
民
力
涵
養
運
動
を
地
方
や
地
域
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
推
進
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
積
極
的
な
態
度
が
よ
く

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で
「
実
行
要
目
」
を
設
け
る
こ
と
の
時
期
に
関
し
て
は
、
橘
樹
郡
長
の
「
今
月
一杯
」
と
い
う
提

案
を
受
け
て
「
力
メ
テ
早
ク
」
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
た
。
こ
の
運
動
を
効
果
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
条
件
に
お
う
じ
て
そ

の
方
法
を
考
案
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
た
は
、
内
相
の
訓
示
な
ど
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
地
方
自
治
体
の
指
導
者
が
そ
の
趣
旨
を

受
け
と
め
、
協
議
会
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
細
目
は
「
自
治
体
ノ
自
由
」
に
ま
か
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
上
か
ら
画
一的
に
強
制
力
を
と
る
運

動
を
拒
否
し
て
い
た
。
そ
の
主
張
に
み
え
る
よ
う
に
、
自
発
的
・
自
主
的
に
町
村
単
位
で
「
実
行
要
目
」
を
た
て
て
適
切
な
運
動
方
法
を
あ
み
だ
そ

う
と
す
る
の
は
、「
到
底
町
村
協
力
シ
テ
ヤ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
常
ニ
強
制
致
シ
マ
シ
テ
モ
画
餅
ニ
属
」
す
る
（
橘
樹
郡
長
）
と
い
う
考
え
か
た
に
基

づ
い
て
い
た
。
こ
の
協
議
の
結
果
、
民
力
涵
養
運
動
の
「
実
行
要
目
」
は
各
町
村
単
位
で
適
切
な
る
方
策
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
県
当
局

は
十
一
月
四
日
に
、「
民
力
涵
養
通
牒
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
を
各
郡
市
に
通
牒
し
た
の
で
あ
っ
た
。「

一
　
各
郡
市
主
催
と
し
て
協
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
、
二
　
各
町
村
毎
或
は
便
宜
数
ケ
町
村
聯
合
し
て
開
催
し
或
は
数
種
の
合
同
と
併
せ
て
開
催
す
る
も
妨
げ
な
し
、
三
　
期
日
場
所
方
法

等
は
適
当
に
選
定
せ
ら
れ
た
し
」（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
八
年
十
一月
五
日
付
）。
こ
う
し
て
一
九
一
九
年
の
末
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
民
力
涵
養
運

動
は
地
域
に
お
ろ
さ
れ
て
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
　
民
力
涵
養
実
施
の
事
情

村
の
実
行
要
目

で
は
、
こ
の
運
動
は
具
体
的
に
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
そ
の
動
き
に
つ
い
て
、
橘
樹
郡
大
綱
村
の
場
合

を
と
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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大
綱
村
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
一
日
に
村
主
催
の
「
地
方
改
良
民
力
涵
養
通
俗
講
演
会
」
を
開
催
し
て
民
力
涵
養
の
普
及
を
は
か
る
企

画
を
た
て
た
。
当
初
、
こ
の
会
の
講
演
予
定
者
は
、
内
野
台
領
（
東
京
高
等
師
範
学
校
講
師
）、
上
野
清
助
（
県
会
議
長
）、
岩
崎
治
郎
吉
（
前
県
会
議
員
）、

松
坂
秀
天
（
宝
泉
寺
住
職
）、
斉
藤
賢
義
（
本
慶
寺
住
職
）、
飯
田
干
城
（
海
軍
少
佐
）
の
六
名
で
あ
り
、「
本
村
出
身
者
知
名
」
の
者
を
中
心
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
村
か
ら
の
正
式
依
頼
が
、
講
演
会
開
催
日
よ
り
一
週
間
前
の
二
月
二
十
四
日
で
さ
し
せ
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
病

気
や
先
約
や
ら
で
ほ
と
ん
ど
出
席
を
う
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ど
う
や
ら
、
こ
の
日
は
他
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
会
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

大
綱
村
長
飯
田
助
夫
に
よ
る
『
大
正
九
年
自
一
月
至
六
月
地
方
改
良
民
力
涵
養
関
係
書
類
』
に
よ
る
と
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

一　

一同
着
席
　
二
　
開
会
ノ
辞
　
三
　
戊
申
詔
書
奉
読
　
四
　
地
方
改
良
、
民
力
涵
養
ニ
就
テ
（
大
綱
村
長
）　
五
　
民
力
涵
養
実
行
要
目
協

議
会
　
六
　
農
産
増
収
并
ニ
節
米
ニ
就
テ
（
郡
農
会
長
）　
七
　
補
習
教
育
奨
励
ニ
就
テ
（
大
綱
尋
常
高
等
小
学
校
長
）　

八
　
余
興
（
前
後
二
回
薩
摩

琵
琶
）

当
日
の
村
民
の
出
席
者
は
約
三
百
二
十
名
、
約
二
、
三
戸
に
一名
の
割
合
の
出
席
率
で
あ
り
、
な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
村
長
の
民
力
涵
養

運
動
の
意
味
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
農
産
物
の
増
収
、
節
米
お
よ
び
補
習
教
育
の
奨
励
に
か
ん
す
る
講
演
が
、
民
風
作
興
、
民
力
涵
養
の
趣
旨
に
つ

い
て
の
理
論
面
か
ら
の
村
民
教
化
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
余
興
の
琵
琶
は
、
村
民
の
感
覚
に
訴
え
て
の
教
化
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
記
事
」

は
こ
う
記
録
し
て
い
る
。「
余
興
ノ
琵
琶
ハ
本
村
出
身
者
錦
心
流
琵
琶
教
授
吉
田
葦
水
先
生
ノ
常
陸
丸
、
川
中
島
ノ
弾
奏
ア
リ
、
其
ノ
巧
妙
ナ
ル
発

音
ト
弾
法
ト
ニ
一
同
ヲ
シ
テ
心
酔
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
。
村
民
を
運
動
に
ひ
き
つ
け
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
か
な
り
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。と

こ
ろ
で
こ
の
村
の
民
力
涵
養
の
「
実
行
要
目
」
を
決
定
す
る
た
め
の
協
議
も
、
さ
き
に
示
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
大
会
で
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行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
村
長
の
父
親
で
あ
る
村
農
会

長
飯
田
助
大
夫
を
座
長
に
す
え
て
、
出
席
者
全
員
に
協
議
案

を
配
付
し
、
議
案
要
綱
を
小
学
校
長
が
説
明
し
、
一、
二
の

字
句
の
修
、
補
正
を
行
っ
て
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

「
実
行
要
目
」
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
編11

近

代
・
現
代
⑴
二三八）。

大
綱
村
民
力
涵
養
実
行
要
目

訓
令
第

一
要
綱

立
国
ノ
大
義
ヲ
闡
明
シ
国
体
ノ
精
華
ヲ
発
揚
シ
テ
健
全
ナ
ル

国
家
観
念
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト

実
行
要
目

一　
毎
朝
祖
先
ノ
霊
位
ヲ
参
拝
ス
ル
コ
ト

一　
村
社
ノ
祭
式
及
村
主
催
ノ
追
悼
会
ニ
ハ
小
学
校
児
童
、
在
郷

軍
人
分
会
員
、
青
年
団
員
参
拝
ス
ル
コ
ト

一　
社
寺
ノ
構
外
ヲ
通
行
ス
ル
際
ハ
叩
頭
シ
テ
敬
意
ヲ
表
ス
ル

コ
ト

一　
三
大
節
及
ビ
其
ノ
他
ノ
祝
祭
日
ニ
ハ
各
戸
国
旗
ヲ
掲
揚
ス

ル
コ
ト

一　
高
貴
ノ
御
肖
像
ニ
対
シ
テ
ハ
之
カ
取
扱
ヲ
鄭
重
ニ
ス
ル
コ

橘樹郡大綱村と付近の村むら 『大正4年橘樹郡統計一覧』から
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ト
（
こ
の
項
目
後
日
追
加
―

筆
者
注
）

訓
令
第
二
要
綱

立
憲
ノ
思
想
ヲ
明
鬯
ニ
シ
テ
自
治
ノ
観
念
ヲ
陶
冶
シ
テ
公
共
心
ヲ
涵
養
シ
犠
牲
ノ
精
神
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

実
行
要
目

一　
部
落
的
感
情
ヲ
去
リ
公
共
ノ
福
祉
ヲ
図
ル
コ
ト

一　
納
税
義
務
ヲ
怠
リ
又
ハ
納
期
ヲ
誤
ラ
ザ
ル
コ
ト

一　
言
責
ヲ
重
ン
ジ
実
践
躬
行
ノ
美
風
ヲ
涵
養
ス
ル
コ
ト

訓
令
第
三
要
綱

世
界
ノ
大
勢
ニ
順
応
シ
テ
鋭
意
日
新
ノ
修
養
ヲ
積
マ
シ
ム
ル
コ
ト

実
行
要
目

一　
優
良
ナ
ル
書
籍
雑
誌
ヲ
購
読
シ
テ
日
新
ノ
智
識
ヲ
修
ム
ル
コ
ト

一　
補
習
教
育
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

訓
令
第
四
要
綱

相
互
諧
和
シ
テ
彼
此
共
済
ノ
実
ヲ
挙
ケ
軽
進
妄
作
ノ
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

実
行
要
目

一　
隣
保
相
助
ケ
組
内
ノ
改
善
発
達
ヲ
図
ル
コ
ト

訓
令
第
五
要
綱

勤
倹
力
行
ノ
美
風
ヲ
作
興
シ
生
産
ノ
資
金
ヲ
増
殖
シ
テ
生
活
ノ
安
定
ヲ
期
セ
シ
ム
ル
コ
ト

実
行
要
目

一　
農
産
増
収
ヲ
図
ル
コ
ト

一　
時
間
ヲ
励
行
ス
ル
コ
ト
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一　
冠
婚
葬
祭
ニ
際
シ
冗
費
ヲ
節
シ
地
方
改
良
費
ニ
寄
付
ス
ル
コ
ト

一　
奢
侈
ヲ
戒
メ
質
実
ヲ
旨
ト
ス
ル
コ
ト

一　
混
食
米
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

一　
貯
金
ノ
励
行
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

一
　
道
路
ヲ
愛
護
ス
ル
コ
ト

こ
こ
に
は
、
村
の
民
力
涵
養
運
動
の
進
め
方
の
具
体
的
な
姿
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
実
行
要
目
」
は
町
村
で
の
運
動
の
実
態
を

知
る
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
は
、
県
の
「
民
力
涵
養
実
行
要
目
」
の
基
本
線
と
深
く
関
係
し
、

か
つ
そ
の
要
目
を
具
体
化
し
て
い
る
向
き
が
非
常
に
強
い
。

村
民
参
加

の
諸
行
事

も
っ
と
も
、
大
綱
村
の
場
合
、
前
年
の
秋
、
県
主
催
の
民
力
涵
養
大
会
の
協
議
会
に
お
い
て
、
町
村
単
位
の
「
実
行
要
目
」
を
自
発

的
・
自
主
的
に
設
定
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
飯
田
助
夫
を
村
長
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
と
の
ほ
か
運
動
を
進
め
る
の
に
は
熱
心
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
、
三
月
十
七
日
に
も
、
こ
の
村
で
は
民
力
涵
養
講
演
会
を
開
催
し
、
松
本
教
正
「
自
己
を
知
れ
」、
椿
教
正
「
唯
此
一
途
ア

ル
ノ
ミ
」、
内
海
文
学
士
「
民
力
涵
養
三
根
本
義
」、
飯
田
助
大
夫
「
薩
米
混
食
ニ
就
テ
」
と
い
う
講
話
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
講
演
会
で
の
論

点
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
か
い
つ
ま
ん
で
整
理
し
て
み
る
と
、
西
欧
の
個
人
主
義
を
排
斥
し
、
国
民
と
し
て
の
義
務
を
強
調
し
て
、
犠
牲
の

精
神
を
尊
び
、
個
人
の
利
害
を
越
え
て
の
自
覚
と
大
和
魂
の
涵
養
を
う
な
が
し
な
が
ら
、
い
ま
や
五
大
強
国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
日
本
を
、
国
際
環

境
の
な
か
で
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
共
通
し
た
考
え
方
は
、
西
欧
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
を
防

止
し
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
的
な
国
家
意
識
を
町
村
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。

も
と
よ
り
地
方
や
地
域
に
お
け
る
民
力
涵
養
運
動
が
大
綱
村
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
限
定
さ
れ
た
動
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
運
動
を
一
般
化
す
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る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
が
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
民
力
涵
養
計
画
は
、
諸
列
強
と
の
対
抗

と
国
内
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
へ
の
対
決
の
意
味
を
こ
め
た
政
策
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
民
力
涵
養
運
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
種
々
の
か
た
ち

を
も
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
大
綱
村
で
は
四
月
八
日
の
釈
尊

降
誕
祭
の
日
、
菊
名
の
妙
蓮
寺
で
「
日
清
・
日
露
戦
死
病
没
者
追
悼
会
」
を
挙
行

し
、
あ
わ
せ
て
陸
軍
士
官
学
校
教
官
と
教
談
師
を
講
師
に
迎
え
て
通
俗
講
演
会
を
開

催
し
て
い
た
。
こ
の
追
悼
会
が
民
力
涵
養
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
村
の
指
導
者
層
に

強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
飯
田
村
長
の
当
日
の
追
悼
文
を
み
て
も
よ
く
わ
か

る
。
そ
の
文
章
の
な
か
で
村
長
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
は
「
我
国
ノ
所
謂
大
和
魂
ナ

ル
モ
ノ
ヲ
世
界
史
ノ
上
ニ
特
筆
セ
シ
メ
タ
ル
戦
争
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の

戦
争
に
殉
じ
た
人
び
と
の
大
和
魂
を
顕
彰
し
つ
つ
、
今
日
の
社
会
の
実
情
が
い
か
に

堕
落
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
対
比
し
て
い
た
。

今
ヤ
社
会
ハ
欧
州
戦
乱
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
政
治
、
経
済
、
教
育
等
ノ
各
方
面
ニ
亘
リ
非
常
ノ
大

変
化
ヲ
斎
ラ
シ
、
殊
ニ
欧
米
ニ
於
ケ
ル
思
想
上
ノ
変
化
ハ
我
国
ニ
侵
入
シ
来
リ
事
ニ
当
ツ
テ

真
摯
、
忠
実
ヲ
欠
ク
ノ
風
ア
リ
、
就
中
近
時
頻
々
ト
シ
テ
起
ル
怠
業
沙
汰
ノ
如
キ
ハ
洵
ニ
我

菊名の妙蓮寺 県史編集室蔵
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大
和
魂
ニ
対
ス
ル
怨
敵
ナ
リ

こ
の
一文
に
追
悼
会
の
も
つ
意
義
を
集
約
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
こ
の
村
に
お
け
る
民
力
涵
養
に
関
す
る
意
欲
的
・組
織
的
な
諸
運
動
の
精
神
と
方
法
は
、
大
綱
村
青
年
会
の「
大
正
九
年
度
実
行
要
目
案
」

（
第
二
支
部
）、「
予
算
表
」（
第
一支
部
）、
あ
る
い
は「
壮
丁
学
力
補
習
会
」
に
関
す
る
諸
資
料
を
み
て
も
、
ま
た
た
と
え
ば
第
二
支
部
の「
実
行
要

目
案
」
に「
補
習
教
育
ノ
奨
励
ニ
ツ
キ
テ
ハ尚
一層
ノ
努
力
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
は
じ
め
農
産
物
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
の
努
力

目
標
あ
る
い
は
組
織
の
引
締
め
等
々
を
検
討
し
て
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
か
た
ち
を
変
え
て
村
域
に
浸
透
し
て
い
た
。

三
　
民
力
涵
養
運
動
の
実
績

民
力
涵
養

協

議

会

民
力
涵
養
運
動
が
広
範
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
一例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
神
奈
川
県
下
愛
甲
郡
で
は
、
一九
二
〇（
大
正
九
）
年
三

月
十
日
に
七
百
名
の
参
加
者
の
も
と
に
郡
教
育
会
、
青
年
団
、
神
職
支
部
会
連
合
総
会
、
地
方
改
良
功
績
者
表
彰
式
、
地
主
会
米
麦

品
評
会
褒
賞
授
与
式
を
行
い
、
民
力
涵
養
実
行
要
目
を
協
定
し
、
運
動
へ
の
と
り
く
み
の
態
度
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の「
実
行
要
目
」
の
基
本
線

は「
一　
自
治
民
育
策
に
関
す
る
各
種
講
話
会
講
習
会
を
開
き
又
は
先
進
地
方
の
視
察
を
行
ふ
事
、
一　
大
正
七
年
十
二
月
郡
令
第
四
号
の
精
神
に

基
き
男
女
補
習
教
育
の
完
備
を
期
す
る
事
、
一　
産
業
組
合
、
農
事
実
行
組
合
、
養
蚕
組
合
、
商
工
業
に
関
す
る
同
業
組
合
の
普
及
発
達
を
図
る

事
」
で
、
こ
れ
ら
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て
い
た
。

「
民
力
涵
養
大
会
＝
盛
な
り
し
愛
甲
郡
の
諸
総
会
」
と
新
聞
の
見
出
し
に
使
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
地
方
改
良
、
民
力
涵
養
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
反

応
の
な
か
に
、
運
動
が
経
済
活
動
を
基
礎
に
す
え
、
経
済
的
な
混
乱
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
う
え
に
立
っ
て
、
人
び
と
の
統
合
を
は
か
っ
て
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い
く
と
い
う
傾
向
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
経
済
諸
団
体
を
中
心
と
し
て
産

業
振
興
を
は
か
り
な
が
ら
、
村
落
と
か
村
の
組
織
化
を
促
進
し
、「
思
想
ノ
悪
化
及
風
俗
ノ
頽
廃
」
を
克

服
す
る
た
め
に
、
民
衆
の
教
化
を
強
め
て
い
く
と
い
う
地
域
社
会
の
再
編
成
の
方
向
づ
け
と
も
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て「
健
全
な
る
思
想
」
の
涵
養
と
か「
富
力
」
の
増
進
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
条
件
に
基
づ
い
て

推
し
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
民
衆
の「
国
家
観
念
」
の
養
成
、「
自
治
精
神
」
の
陶
冶
に
つ
ら
な
り
、
国

家
を
下
か
ら
支
え
て
い
く
道
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
前
年
の
県
が
音
頭
を
と
っ
た
民
力
涵
養
計
画
の「
実
行
要
目
」
の
協
議
や
、
あ
る

い
は
、
郡
市
、
町
村
の
運
動
の
盛
り
上
が
り
の
過
程
を
へ
て
、
一九
二
〇
年
六
月
中
旬
に
は
、
県
に
お
い

て
も
地
方
改
良
・民
力
涵
養
講
習
会
を
行
っ
て
い
た
。
参
考
ま
で
に
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
げ
る
と
第

七
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
講
習
会
は
県
下
の
郡
市
町
村
か
ら
の
代
表
者（
郡
市
で
は
書
記
、
町
村
で
は
町
村
長
あ
る
い
は
助
役
な

い
し
は
書
記
）
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
指
導
者
講
習
と
い
う
性
格

が
強
か
っ
た
。
い
ま
こ
こ
で
は
講
習
会
に
つ
い
て
は「
民
力
涵
養
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
だ
け
と
り
あ
つ

か
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
講
義
は
以
下
の
よ
う
な
項
目
で
行
わ
れ
て
い
た
。

民
力
涵
養

一　
民
力
涵
養
上
我
国
民
ノ
反
省
ス
ベ
キ
諸
点

1

　
各
国
富
力
ノ
比
較
　2

　
労
働
能
率
減
退
　3

　
発
明
発
見
ノ
能
力
　4

　
体
力
　5

　
国
家
的
奉
仕
　6

第7表　1920年地方改良民力涵養講習会の時間割とテーマ

『大正9年6月地方改良民力涵養関係書類』から作成
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世
界
文
化
ニ
対
ス
ル
貢
献
　7

　
情
操
ヨ
リ
モ
理
性
的
　8

　
他
動
的
ヨ
リ
モ
自
動
的

二
　
国
民
自
覚
ノ
事
例

1
　
戦
争
中
ノ
発
明
発
見
　2

　
最
近
実
業
ノ
発
達

三
　
民
力
涵
養
訓
令
ノ
五
大
要
綱

1

　
訓
令
第
一要
綱（
国
家
的
自
覚
－
立
国
ノ
大
義
、
国
体
ノ
精
華
、
健
全
ナ
ル
国
家
観
念
）　2

　
訓
令
第
二
要
綱（
統
治
的
協
力
－
立
憲
ノ
思
想
、
自
治
ノ

観
念
、
精
神
的
協
力
－
公
共
心
ノ
涵
養
、
犠
牲
的
精
神
）　3

　
訓
令
第
三
要
綱（
世
界
的
自
覚
－
世
界
ノ
大
勢
、
日
新
ノ
修
養
）　4

　
訓
令
第
四
要
綱（
社
会

的
協
力
－
相
互
諧
和
、
彼
此
共
済
）　5

　
訓
令
第
五
要
綱
（
個
人
的
自
覚
－
勤
倹
力
行
、
生
産
資
金
ノ
増
殖
、
生
活
ノ
安
定
）

四
　
実
行
要
目
（
覚
醒
改
善
ノ
標
的
）

1

　
郡
制
定
ノ
実
行
要
目
　2
　
市
町
村
制
定
ノ
実
行
要
目
　3

　
各
種
団
体
ノ
実
行
要
目

五
　
要
目
ノ
励
行
ニ
就
キ
テ

1

　
申
合
規
約
　2

　
戸
主
会
、
自
治
協
会
等
ノ
実
行
団
体
　3

　
小
学
校
、
補
習
学
校
、
在
郷
軍
人
分
会
等
ノ
団
体
　4

　
郡
市
町
村
当
局
ノ
指
導
　5

　
他

府
県
ノ
事
例

こ
の
講
義
内
容
の
項
目
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
民
力
涵
養
運
動
を
進
め
る
意
味
づ
け
や
根
拠
づ
け
と
地
域
で
計
画
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
か
、
そ
の
具
体
化
の
方
策
を
め
ぐ
っ
て
キ
メ
細
か
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。

民
力
涵
養
計
画

の
特
徴
と
実
績

と
り
わ
け
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
訓
令
の
要
綱
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
民
力
涵
養
運
動
を

先
進
諸
列
強
の
国
家
状
態
と
日
本
の
現
状
と
か
ら
比
較
す
る
と
い
う
視
角
に
立
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
、
国
際

的
視
野
の
も
と
で
、
日
本
国
家
の
発
達
を
は
か
る
そ
の
基
礎
固
め
の
理
論
的
裏
づ
け
を
確
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
条
嘱
託
の

「
自
治
ト
国
民
修
養
」
の
項
目
―

一　
進
ム
ベ
キ
道（1

　
混
沌
タ
ル
思
想
界
　2

　
何
レ
ニ向
フ
カ
）
二
　
何
ヲ
以
テ
進
ム
ヤ（1

　
国
民
ノ
質
ノ
改

善
　2

　
公
民
教
育
）
三
　
前
途
ノ
障
害
ヲ
除
ケ
、
付
欧
米
ノ
実
例
―

に
お
け
る
説
明
を
み
て
も
あ
き
ら
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
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合
衆
国
な
ど
の
民
力
、
自
然
的
風
土
と
日
本
の
そ
れ
と
の
比
較
が
ふ
ん
だ
ん
に
行
わ
れ
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
過
激
派
の

動
き
な
ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
日
本
の
美
風
を
い
か
に
活
か
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
情
況
認
識
の

も
と
で
地
方
財
政
を
た
て
な
お
す
基
礎
知
識
を
培
養
し
な
が
ら
地
方
制
度
の
運
用
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
実
践
方
法
を
あ
み
だ
し
、
民
力
の
向
上
と

民
風
を
作
興
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
講
習
の
協
議
会
で
「
民
力
涵
養
実
行
要
目
」
を
励
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
各
地
方
其
状
況
ヲ
異
ニ
ス
ル
ガ
故
ニ
一様
ナ
ル
方
案

ニ
ヨ
リ
テ
之
レ
カ
励
行
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ベ
キ
モ
大
体
ニ
共
通
ス
ベ
キ
方
案
ヲ
」
求
め
る
よ
う
説
明
し
て
い
た
こ
と
は
、
運
動
の
地
域
に
お

け
る
特
殊
性
を
認
め
つ
つ
も
、
ま
た
そ
れ
を
包
括
す
る
普
遍
的
な
内
容
と
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で

個
別
的
に
地
方
や
地
域
の
運
動
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
統
一
化
の
方
向
を
地
域
か
ら
自
主
的
に
さ
ぐ
り
だ
そ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
い
た
こ
と

は
特
筆
し
て
お
い
て
よ
い
。

で
は
協
議
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
民
力
涵
養
実
行
要
目
励
行
方
案
」
は
ど
の
よ
う
に
も
ら
れ
て
い
た
か
。
い
ま
そ
れ
を
み
る
と
、「
各
郡
市
役
所

町
村
役
場
ニ
主
任
者
ヲ
置
キ
学
事
、
勧
業
等
ニ
直
接
関
係
ア
ル
要
目
ニ
対
シ
テ
ハ
郡
市
町
村
ニ
於
ケ
ル
是
等
事
務
担
当
者
ト
協
力
シ
テ
適
当
ニ
指
導

督
励
ス
ル
ヲ
良
策
ナ
リ
ト
ス
ベ
キ
モ
大
様
左
ノ
方
案
ニ
依
リ
テ
励
行
ヲ
期
ス
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
認
ム
」
と
前
置
き
し
、
次
の
七
項
目
を
あ
げ
て
い
た
。

一　
各
地
方
ニ
適
当
ナ
ル
実
行
機
関
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

二
　
実
行
機
関
ト
シ
テ
ハ
戸
主
会
、
実
行
組
合
会
等
ヲ
特
設
シ
或
ハ
各
地
方
既
設
ノ
戸
主
会
、
地
方
改
良
会
、
在
郷
軍
人
分
会
、
青
年
団
、
婦
人
会
等
ノ
諸
団
体
ヲ

利
用
ス
ル
コ
ト

三
　
前
項
各
種
団
体
ノ
代
表
者
ヲ
以
テ
組
合
長
ト
ナ
シ
郡
市
町
村
ニ
於
テ
組
合
長
会
ヲ
開
ク
コ
ト

四
　
実
行
機
関
ニ
於
テ
ハ
実
行
規
約
申
合
規
約
等
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

五
　
小
学
校
補
習
学
校
生
徒
、
処
女
会
員
等
ニ
対
シ
テ
モ
講
話
其
他
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
テ
趣
旨
ノ
徹
底
ヲ
計
リ
励
行
ヲ
期
セ
シ
ム
ル
コ
ト
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六
　
成
ル
ベ
ク
各
地
方
ニ
於
テ
実
行
指
導
員
ヲ
置
ク
コ
ト

七
　
実
行
機
関
ニ
ア
リ
テ
ハ
台
帳
ノ
備
付
ケ
其
実
施
事
項
、
実
施
成
績
、
其
他
必

要
ナ
ル
事
項
ヲ
記
入
整
理
ス
ル
コ
ト

要
す
る
に
民
力
涵
養
運
動
の
地
域
に
お
け
る
組
織
化
・
集
団
化
の
促
進
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
・
地
域
の
特
殊
条
件
を
配
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で

運
動
を
進
め
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
の
交
流
を
密
に
し
な
が
ら
組
織
だ

て
、
そ
し
て
中
央
へ
の
集
中
化
を
う
な
が
し
た
民
力
涵
養
運
動
は
、
第
一
次

大
戦
後
の
日
本
の
経
済
的
危
機
、
社
会
的
・
思
想
的
混
乱
を
防
止
す
る
た
め

に
策
定
し
た
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
民
力
涵

養
運
動
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諸
潮
流
が
か
も
し
だ
す
社
会
情
勢
と
対
抗
し
下

か
ら
民
衆
を
動
員
し
て
い
く
強
力
な
運
動
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
こ
の
運
動
が
地
域
に
か
な
り
の
根
を
お

ろ
し
、
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
。

1916年ごろの愛甲郡半原の日向橋付近 鎌田正芳氏蔵
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第8表　神奈川県下郡市町村其他別主催民力涵養講演会実績（1919年4月～1924年3月）

1）　神奈川県社会課『民力涵養運動ノ概況』（1925年）から作成
2）　1919年より24年までの5か年間の数字をまとめて再構成した
3）　表中（　）内の数字は活動写真会の開催数とその参加人員を示している
4）　原典資料の数字において若干の誤謬があるが，これは推計によって修正した
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